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賛否など態度決定に至った理由・討論  

令和７年９月定例会 

議案番号 議案名 議案第１７号 令和７年度松戸市病院事業会計補正予算（第１回） 

議員名・会派名等 鴫原 舞 

賛否態度 賛成 

 

賛否など態度決定

に至った理由や 

討論 

 

会派無所属 参政党の鴫原舞です。 

議案第１７号 令和７年度松戸市病院事業会計補正予算（第１回）   

委員長の報告通り、賛成の立場から討論いたします。 

 

補正予算 3,200万円を計上し、外部専門人材を半年間という限定

的な期間で活用することについては、先の委員会での質疑を踏ま

え、妥当性があるものと受け止めました。 

 

しかしながら、諸手を挙げて賛成できるわけではありません。他

市の公立病院におけるコンサルタントの事例におきましても、料

金や期間が不透明なままでは参考にならないのも事実です。 

 

委託業者が病院を運営するわけではなく、市の方針に沿って補完

的に支援を行うに過ぎないことを考えると、最終的な責任を負う

のは松戸市であり、市長です。 

 

政策医療を守ることと、安定した経営は大前提としても、先の委

員会では「市長が何を一番大切にしているのか」という問いに、

明確なお答えが示されませんでした。 

 

現状では、市民や議会から見れば「結局何を目指しているのか」

が見えにくく、骨組みが不透明なまま外部委託に踏み出している

ように感じられる点に、一縷の不安を覚えます。 
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立派な設備や優秀な職員がいても、目的地や道筋が定まらなけれ

ば、組織はただ漂うばかりです。 

 

市長が立ち上げたプロジェクトチームであるならば 

市立病院が将来どのような姿を目指すのか「コンパス」として方

向を示すのがまず一番であると思いますし、その理念や方針を示

した上でこそ、外部の知見を活かした改善が実のあるものとなり

ます。 

 

「公約」という理由で、目的地が明らかでないまま走り始めるよ

うに受け止められる現在の状況では、 

少なくとも、私自身はそう感じた中では、 

 

おおくの信頼を得ることはできません。 

 

多数の声に流されるのではなく、市長自身が何を守り、どこを目

指すのかをはっきりと示すことこそ、首長の責任であり役割で

す。 

 

今後の一般質問でも、市長に改めて伺う予定ですが、まずは市長

ご自身が「松戸市の政策医療をどう守り、どう発展させたいの

か」という立場を明確に示し、その軸に沿って改革や改善を進め

ていただきたいと強く願います。 

 

これらを踏まえ、私は今回の提案に賛成いたします。 

 

ただしこれは、市長が自らの理念と覚悟を明らかにし、ぶれない

方針を示してくださることを強く期待した上での賛成であること

を申し添えます。 

 

以上で、私の賛成討論を終わります。 

 

 

 

 

 

 


